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貧困のなかでおとなになる
―取材を通して見えてきた子どもの貧困と社会―

中 塚 久美子

１．子どもの貧困問題との出会い

私が子どもの貧困を入社以来ずっと取材してい

るかというと、そうではありません。

1998年12月に朝日新聞に入社しました。新聞

社の全国紙は、最初は地方の総局というところに

２、３か所行きます。私は金沢と京都でした。そ

の後、大阪本社の編集センターという記者の書い

た原稿を読んで、どこの面に載せて、どのくらい

の大きさで扱って、どんな見出しをつけるかとい

う編集者の仕事を４年して、2008年の４月から今

の生活文化部にいます。

いつ子どもの貧困というテーマに出会ったかと

いうと2008年です。入社して10年たってからで

す。2008年の５月でした。最初は部長から、「母子

家庭の取材をしろ」と上から降ってきた仕事でし

た。部長いわく、当時セーフティーネットが次々

とやぶれていって落ちていく、その象徴が母子家

庭だと。母子家庭を取材してその現状を書くよう

にいわれて、女性３人で手分けして、取材を始め

ました。

私が取材にいった母子家庭のお母さんは、高校

生と中学生の娘さんと、足の悪い実母と、４人暮

らしで公営住宅に住んでいらっしゃいました。

色々話を聞くうちに例えば、娘たちが休みの日や

長期休暇で「友達と映画に行きたい」とか、ある

いは「だれそれのCDが欲しい」と言ったときに、

「全部は無理、なんか１個にして」と言って、そん

なにお金がだせないという話をしたということ

や、高校受験のために塾に行った方がいいんじゃ

ないかと塾の説明会にいったら、夏季講習のお金

がとても高いということを知ってこれは無理だ

と。あとは、私立高校を受けたとしても、授業料

は払えないから「受けても行かれへんで」と娘に

言わなくちゃいけなかったことがすごく辛かっ

た、と。結局、上の娘さんは受かっても私立には

行けないから、絶対公立に入るため自分の力より

もちょっと下げて、絶対合格できそうな公立高校

を選んでいく、ということでした。

高校に入学する時、低所得者向けの支給型の奨

学金が入ってきても、制服や学用品を買ったら全

部飛んでいったっていうような話を聞きました。

この方、ずっと配送の仕事を休みなくやってらっ

しゃって、児童扶養手当も受けていた。そのお母

さん、最後にぼそっと、自分と同じような状況の

知り合いが、役所に行って色々子どもの進路につ

いて相談している時に、役所の人に「母子家庭の

子が大学進学しようと思うのが間違いだ」と言う

風にいわれたと聞いたけど、「子どもの芽を最初か

ら摘む社会って、どうなんでしょうか」と言われ

た。私もその取材を通じて、「なんかおかしいぞ」っ

て。そのときは「なんか」が全然わからなかった。

けども何かおかしいなと思い始めて、取材を進め

ました。

ちょうどその時、朝日新聞の書評欄に、「子ども

の貧困」という明石書店から出た、松本先生らが

メーンになって書かれている本の書評がでたので

す。それを読んで、「お、これやこれ」と思ったわ

けです。この話がすごく通じる!と思いました。

６月に立教大学で１回目の「子どもの貧困研究会」

というのを、本の出版に合わせて開くというので、

すぐさまそこに行きました。そこで初めて松本先

生にお目にかかるのですが、たくさんの今まで表

に出てこなかった子どもの貧困研究について地道
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に活動されてきた方、当事者の方がいた。例えば

児童養護施設出身で、学校を卒業してすぐに自立

しろと言われてもなかなか難しい人達の当事者団

体を最近つくった代表の方。いろいろ話を聞いて

いるうちに、これは１個ずつ調べていかないとわ

からないなと思いました。

私たちは記事を書くときに、デスクと呼ばれる

上司に原稿をみてもらいます。指摘をうけて仕上

げ、オッケーが出れば、掲載されます。そのデス

クが、「子どもの貧困って何？」と思ったり、第一

読者である編集者が理解できなかったりすると

「載せられない」「分かるように書き直して」と言

われるわけです。誰もが捉えどころがなくて、他

人にちゃんと納得してもらえる説明が私自身にも

出来ていなかったので、実態とデータと、あとは

今まで研究されてこられた研究者の方にあたって

いくというところから始まりました。

やっているうちに、私の中でこういう思いが出

てきたわけです。一つが、複雑で困難な事情を抱

えた家に生まれた子とそうでない子の学力や進

路・健康だけじゃなくて意欲にまで差が生まれる

というようなこと。そして、貧困問題が個人や家

庭の問題にされてしまっているということ。それ

から「親の失敗」、例えば離婚、解雇といったこと

を子どもに引き継がせる社会でいいのか、という

気持ち。それと、例えば虐待が起きた時に多いの

が「あんなひどい親が悪い」とか、「離婚した親が

悪い」と言う単純な親批判というのは果たして解

決策になるのだろうかということ。子ども目線で

考えることが大事なんじゃないかっていうこと。

こういった子ども時代の貧困が将来どういった不

利をその子に与えるのか、これを放置していたら

日本の社会は将来どうなるのだろうか、という思

いが次々と芽生え始めました。

２．取材を通して見えた現実

これは全部、今日いる若い皆さんに考えてほし

い。こうやって大学で学んでいる皆さんに、もう

少し考えてほしいなと思うことです。

まず、公表データ。子どもの貧困率が15.7％

です。40人学級に６～７人、低所得家庭の子がい

るということ。虐待死する子どもの数が心中以外

で年間51人日本にいます 。ということは週に１

人の割合で、日本のどこかで虐待によって子ども

が亡くなっているということ。そして、高校中退

の数が５万３千人くらい 。５万３千人がどのく

らいの規模なのか計算したのですが、１学年６ク

ラスで40人学級計算すると、５日に１校、高校が

丸ごと無くなるのと同じくらい、高校から大体15

～18歳くらいの子達が消えているということで

す。その子たちは何をしているのだろうか。学校

やめた後のことを考えました。

貧困とはどのくらいの生活レベルなのでしょう

か。単身世帯ですと112万円の可処分所得。年収

から税金など色々引かれて手取りとしてもらえる

分のことです。４人世帯だと224万円、月18万６

千円くらいになる。「18万６千円か、４人で。まあ

まあやっていけるかも」と思われるかも知れない。

文科省が公表している子どもの学習費調査による

と、学校や給食、塾代や習いごと、スポーツ活動

などに使われる費用が平成22年度で小学校だと

年30万、中学生で46万、全日制高校で39万円で

す。中学生と高校生が一人ずついたら、80万円以

上が教育費に消えるということになります。

それから、無保険の子ども達がいました。国民

健康保険料を親が滞納したら、子ども達にも資格

証というのが渡されまして、いったん窓口で10割

負担になってしまう。３万２千人いることが2008

年にわかりました。これは、後々法律が改正され

て18歳未満の子には、原則３割負担の保険証が出

るようになりました。けど、私が最初に取材した

時は無保険の子ども達が存在していて、学校の保

健室に、「先生、保険証ないから湿布ちょうだい」

と言って、けがをした子たちが病院代わりに保健

室に来ることがあったという話がありました。

ちょうどこのころ、堺市の健康福祉部の理事

だった道中隆さん（現・関西国際大教授）が生活

保護受給世帯を調べて、どのくらい生活保護の受

給が世代間連鎖しているのかを調べられました。

受給している母子家庭の４割のお母さんが、自分
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も生活保護家庭で育っていたということがわかり

ました。そして、母親が精神疾患３割、ほかにも

低学歴（中卒・高校中退）、10代の出産、DV被害、

子どもが病気であるとか、子供が薬物中毒、窃盗、

売春など３～４つの項目が重なっていました。

次は、学力と中退の関係をみていきます。2007

年度に大阪府立全日制高校で、進学校といわれる

17校の平均の中退者は１年間で２人です。授業料

免除してもらえる家庭というのが８％。中退者が

20人～39人いる学校は16校あったのですが、そ

の平均中退者が年間29人です。この16校の平均

の減免率は26.6％。そして年間中退者が40人以

上いる学校が全部で27校ありました。平均の中退

者人数は77人、平均の減免率が32％というふう

に、中退者が多い学校ほど減免率も高くなります。

これは大阪だけの現象なのか、ということです

が、埼玉県立高校の元教員、青砥恭さんという方

が調べられています。04年度に埼玉県立の全日制

高校に入学した子たちの高校をＡ～Ｅまで５グ

ループに分けました。Ａというのは、埼玉県立高

校の筆記試験200点満点中平均で166点くらい取

る学校。Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅと下がるにつれて下がり

まして、Ｅで200点満点中60点。５教科合計です。

2004年度に入学して06年度に最後卒業しますけ

ども、入学してから卒業するまでどれだけやめて

いったかというのを「減少率」として計算し、３

年生の時の減免率と合わせてみています。そうす

ると、学力が高い学校では、最後まで卒業してい

く人が多いし、３年生のときに授業料減免された

割合も3.6％。でも、学力が下がるにつれて中退者

は増え、授業料の減免率はあがるということがわ

かりました。

高校中退した後どうなっているのか、いろんな

高校の先生に聞いたんですけども、時々メールが

来る、時々電話で喋るというのはあっても、公に

追った調査がなかなか無かった。内閣府が2010年

に各都道府県教委を通じて、辞めた人が今どう

なっているのかを調べました 。有効回答1176で

すが、働いているのが半分強、学校に通っている

が30％、通信制50％弱、全日制・定時制33％。休

職中、家事手伝い、妊娠育児中、何もしてないと

いう人の割合がわかりました。

その調査のなかで、母子世帯が21.1％いたので

す。国勢調査と比べると、15歳～20歳未満の子供

がいる母子世帯の割合の3.6倍。父子家庭も3.2

倍にあたるということがわかりました。

３．子どもの貧困はどのような姿をとるのか

今から、当事者のお話をします。埼玉県立小児

医療センターに2010年の年末、行きました。新生

児集中治療室と継続保育室という部屋があって、

そこに赤ちゃんが42人いました。この中で、もう

すぐ退院する赤ちゃんのうち、行き先が乳児院の

子がいました。小児医療センターには、わりとリ

スクが高い出産で運ばれてきます。このセンター

から直接乳児院に入るのは、この取材の時、この

年６人目でした。2004年から2006年度は、大体２

人ぐらいだった。自宅に一度も帰らずに乳児院に

行く子は毎年２人だったのですが、2007年度から

８人前後になって、８年間で41人いた。病院の

ソーシャルワーカーの方が調べられたのですが、

2009年度は乳児院が満員だったので、２人は退院

まで200日以上ここにいた。なかなか親が面会に

来てくれないし、病院に行くまでの交通費がない

とか、仕事が休めないとか、とにかく孤立してい

る様子はわかるけども、病院として何ができるの

だろうか、という話でした。

次は保育園、小学校・中学校。これはある園長

先生からのお話です。保育園は３月末で年度が終

わるので、４月からも通い続けるのなら、継続申

し込みというのをしなくちゃいけない制度があ

る。ところが、あるお母さんがそれをしてなかっ

た。結局退所させられて、小さな兄弟だけで家で

留守番をさせられている。園長が気になって見に

行ったら、部屋はゴミだらけだし、水道は止めら

れているし、お母さんが買ってきたお弁当を朝と

昼に分けて食べているという状態。園長先生はす

ぐに「この子らを保育園に戻してほしい」と役所

に連絡してまた保育園に通えるようになったとい

うことでした。
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次は小学校３年生のＢちゃんです。彼女も母子

家庭で生活保護を受けていました。お母さんは中

学しか卒業していませんって自分で言っていまし

たし、家族が事業に失敗してから、家族が皆てん

でばらばらになってしまって、自分の実の親の援

助は全く受けていないということ。お母さん曰く、

Ｂちゃんは学校でいじめられているということ

で、学校に行かせてない。不登校だと何が起こる

かというと学力がつかない。お金のやりくりがと

ても苦手で、保護費が次の支給の日までもたない。

例えば水道が止められたりして、トイレは公園に

行く。自分で食事を作ることがお母さんはなかな

かできなくて、買ってきたものをいつも食べてい

るというようなことが続いていました。

次は中学２年生の男の子です。学校の先生が彼

の家庭のことをこういう風に言っていました。母

子家庭です。学校のお昼はお弁当です。最初の方

は、お母さんは頑張って持たせていたのですが、

だんだん持ってこられなくなって、結局、他の生

徒が自分のお弁当箱のふたをもって、「今日○○に

おかずあげるの誰？」といった感じで、弁当箱の

ふたをもって、少しずつおかずをもらってその子

にあげていた、という話。やっぱりプライドも傷

つくし恥ずかしいし、ということで、昼ごはんの

時になると教室から消える。ノートにひらがなが

多くて、例えば中学校の校という字がひらがな。

１冊のノートに５教科をまとめていたということ

でした。お母さんと毎回話をして、お母さんは「な

るほどなるほど」と理解を示すような態度をとる

のだけども、変わる様子が全然ない。「命の危機に

さらされているっていうわけじゃないけど、ほっ

とくこともできないし、どうしたらいいのか」と

学校の先生はおっしゃっていました。

高校３年生の女子生徒は、お母さんが心の病気

だったため、年金をもらっているおばあちゃんと

２人暮らしをしていました。その年金が収入とし

てみられ、定時制高校に通っていたんですが、授

業料の減免を受けられず、滞納していました。バ

イトで払おうと思ってバイトをするのですが、非

常にブラックなバイト先で、給料未払い。ただ働

きしたまま、結局誰にも相談しないで辞めたとい

う話。学校から授業料の催促状だけ来る。

フリーター18歳の女性ですが、小学生の時、お

父さんの暴力で両親が離婚。母子で生活保護を受

給してなんとか生活していく。勉強がとても苦手

で、３ケタ割る２ケタの割り算が今も出来ないと

話していました。そこからつまずいた。「誰か勉強

教えてくれる人とかはいなかったの？」と聞くと、

お母さんはストレスたまるとすごく自分のことを

たたいたりして、お母さんには聞けなかったし、

学校の先生から声をかけてもらった記憶もない。

お母さんが再婚するのですが、義理のお父さんも

非常に暴力をふるう人だった。何回か警察を呼ん

だことがあるくらいだったんですけども、それと

は別で、高校１年生の時に人間関係につまずいて

中退します。中退する時、「お母さんや義理のお父

さんとか家族は誰か止めたりしなかった？」と聞

くと、「あんたみたいな子は何やったって続かない

んだから、やめた方がいいんじゃない」というこ

とで、引きとめる人がいなかった。あっさりと中

退してしまうんですね。バイトしようかとコンビ

ニのバイト面接に行きますが、ここで言われたの

が「高校生活を全うしない人が、仕事がちゃんと

責任もってできるわけがない」と言われて、採用

されない。仕事をさがしているけどもなかなか見

つからないという状態でした。「夢ある？」って聞

いたら、「人並みの生活がしたい」「友達が欲しい」

と言っていました。

共通してみえてきたものがありました。若いの

にみんな疲れている。中退した子というと、なん

となく不良とかヤンキーではないかと思っている

かもしれませんけども、そんな元気があったらま

だいい方。もっと大人しい子たちばっかりでした。

若いのに疲れている。夢は人並みの生活だって言

うくらいですから希望がないんですよ。こういう

困難な子どもたちがたくさん通う高校の先生曰

く、「彼女たちは希望を持たない方がいいんだ」と。

希望を持ったら裏切られるというか、達成できな

いときのがっかり感といいますか、「どうせ私は」

みたいな気持ちがすごく大きいから、夢を持たな
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いのが自己防衛だという。

意欲が高まらないと、無職になったり簡単に仕

事を辞めたりすることにも繫がります。虐待や

DV、家族の病気、特にお母さんの精神疾患は生活

を不安定にさせていく。小中学校時代のいじめや

不登校は、当然学力の低下につながります。適切

な支援もないし、人間関係が非常にもろい。孤立

しやすい。お金が無いということは、ただの貧困

では終わらない。いろんな不利をどんどん呼び込

んでしまって、何が何だかわからないうちに全部

繫がってしまう。そういうきっかけになるという

ことがわかりました。最初に母子家庭の取材をし

て、なんかおかしいなと思って取材を始め、無保

険の話になり、取材しているうちにいろんな高校

の先生や中学校の先生と知り合うことになって、

中退をすべて自己責任で片づけていいのか、とい

う問題をまとめました。その連載の（下）の中に

は、18歳で未婚の母になり、生活保護を受けてい

る子の話や、ホストにでもなってお金を稼げばそ

れでいいんじゃないという子、あんまり夢が無い

という話をまとめました 。

４．定時制高校の不合格者問題

この取材の中で、定時制高校の先生方や生徒さ

んに出会いました。中退した後に定時制高校に入

り直す子たちがいるし、定時制高校に大人が作っ

た矛盾を一身に背負った子どもたちが集まってく

ることが見えてきた。私も定時制高校といったら、

昼間働いて夜勉強するところというくらいで、定

時制高校の成り立ちから考えると、夜勉強して高

校卒業資格を取るという感じなのかなと思ってい

ました。ところが、今の定時制高校は、小中学校

時代にいじめ、不登校、体罰などで傷ついて、不

登校になって、学校に来てないから内申点がない、

定時制高校だったら行けるのではないかと先生に

勧められ、貧乏だから生活費を稼がなくちゃいけ

ない、けれども高校を出たいから、というような

子たちが来ていました。

定時制高校の定員がいっぱいになって入れない

という事態が、この取材をしている間に起こりま

した。2009年の３月です。高校入試は一回目の試

験で定員がいっぱいにならなかったら、空いてい

る分だけ追加募集や補欠募集、二次試験という呼

び方で試験をします。大阪の定時制高校が欠員募

集として実施する二次試験で、167人が不合格に

なることが起きました。なぜか。この前年、2008

年、橋下さんが知事に就任しました。ここで私立

学校への助成金を削減しました。助成金を削減す

ると何が起きるか。私立の高校が、授業料をあげ

ました。そうすると、行かせる方としては負担が

重くなります。一方、2008年の秋、リーマンショッ

クが起きました。経済的な理由で私立学校は

ちょっと、となって公立志向が高まります。案の

定、私立の専願率がこの年、大阪府内で過去最低

になりました。最初はみんな全日制を目指します。

公立の全日制に志願が集中します。特に倍率が高

くなったのが、学力困難校といわれている高校で

した。で、どうなるか。落ちる人が多いですよね、

当然。落ちた子たちは、私立高校は避けているわ

けです。そうすると公立の学校、次どこ受けるっ

てなる。１回目の試験で定時制高校を目指す子は

少ないんです。だから定時制高校にはすごく空き

がある。そこに公立の全日制を落ちた子たちが、

殺到しました。それで計算上、200人以上が落ちる

ことになったのですけども、一応留年生の枠とい

うのがあって、進級できなかった子たちがもう一

回同じ学年をするために、その子たちの分だけ別

に枠がある。それが大体定員の５％。それを利用

して合格者を増やしました。でも、167人の不合格

者が出ました。

大阪だけなのか、他のところも調べました。東

京や京都や愛知でも、同じようなことがいっぱい

起きていることがわかりました。その時にまとめ

た記事が、「定時制高校志願急増」。これを書いて

いる日、３月26日の晩に書いているのですけど、

「200人近く定員をオーバーして、落ちるのがわ

かっているのに、何にもしないんですか」と何回

も府教委に電話して確認しました。「本当にいいん

ですか、本当にいいんですか」と何回も聞いたの

ですけど、「入試要項は前から決まっています」だ
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け。この記事が出た日に、急に府教委がもう一回

補欠募集をすると言い始めた。結局、何人の枠を

つくったかというと、落ちた人数と同じ167人

だった。それでも30人近くがやっぱり入れません

でした。

次に、各都道府県教委にアンケートを送って全

国調査をした。1000人以上の子達が定時制高校に

も入れないことが起きていることがわかりまし

た。定時制の入学者が毎年増加していることも、

文科省の学校基本調査を追ってわかりました。中

学の卒業者がピーク時の1989年は2.26％。バブ

ルの時代、底を打ちます。1.86％。しかし、2009

年に３％を超えました。定員に対する志願者数も

100％を超えました。定時制も必ず不合格者が出て

しまうというような事態になっているということ

がわかりました。

なんでこの時代に定時制高校に来るのか、とい

うことを想像してみると、いろんなことが見えて

きたということです。定時制は教育の安全網、最

後の砦と言われているけども、それが今崩れてい

る。生活保護受給家庭の子ども達に勉強を教えて

いるグループの人が話していましたが、「定時制高

校って必ず入れてくれるところだと思っていたの

に、こんなことになるとは」と驚いていました。

定員に空きがあるのに入れない地域もあり、逆に

地域によっては空きがあれば全員入れるところも

あります。

５．イギリスの取り組みと学校

新聞記者の仕事は、「なんでこんなことが起きて

いるのか」という疑問と、「こんなことを許してい

ていいのか」という思いの２点に尽きる。そうい

う気持ちで取材を進めていくと、色々と課題が見

えてきました。「大変なことがあるんですよ」と言

うだけではなく、読んでいる人が「じゃあどうし

たらいいんですか」「私には何ができるんだろう」

と思った時に、応えられるものを出していかない

とダメだと思うようになりました。

そのうちの一つが、子どもの貧困の先輩格であ

るイギリスで、どういった取り組みをしているの

か取材に行きました。虐待予防は生まれる前から

の取り組みだったり、学校に福祉的な機能をつけ

ていたり、子どもの貧困を放置していると社会に

不利なんだというようなデータや試算をしたりし

ていました。

子どもセンターといって、５歳未満の子と親が

必要な情報や支援をえられるサービス拠点を全国

に3500か所つくっていました。日本でいうと保育

園のような機能もあるし、訪問支援、親の再就職

支援、助産師さんによる10代の妊婦のグループ

ワーク、借金・住宅相談、育児サークル活動の拠

点など様々。ベビーマッサージのクラスでは、参

加したら赤ちゃんの歯ブラシや離乳食の作り置き

用パックをあげます。

子育ては親育て、という考え方でやっている団

体を何カ所か訪れました。親子関係は最初からあ

るものじゃなくて、親になったことに気付いても

らうとか、目覚めてもらうとか、親としての自信

をつけてもらう親育て。特に問題を抱える親は、

親自身が学校や地域で良い思いをしていない。先

生に対しての不信感や社会・地域に対しての不信

感を持っているので、上から目線で教える態度は

拒否される。どちらかというと寄り添い型や伴走

型。親が自信をつけていくと、子どもの自尊心や

理解力の発達に効果があるという調査がありまし

た。親を判断するのではないと。親を判断すると

逆効果なので、明らかに問題があると思っても、

上からの指導はしないということでした。

ホームスタートという団体があります。ボラン

ティアのお母さんが何か問題を抱えているお母さ

んの元に週一回とか二週間一回、決まった時に訪

問して、そのお母さんの課題を解決する。解決し

たら支援が終わり。例えばあるお母さんは違う土

地から引っ越してきて、友達ができず、孤立した。

自分の子どもが鼻水をたらしたり、こけたりした

だけで怒鳴っていた。心身ともにぼろぼろだった

ところを、一歳児健診の時に看護師さんが気付い

た。それで、このホームスタートという団体に繫

いだ。そのお母さんの孤立感を解消するという目

標を立てて、週三日訪問。例えば一緒に買い物に
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行くとか、一緒に子どもと遊ぶ、お母さんと一緒

に家事をやる。

日本でも2009年にホームスタートジャパンと

いう団体が出来て、本格的に活動するようになっ

ています。例えば、乳幼児を連れて遊びに行く児

童館みたいなところが苦手なお母さんがいます。

知らない者同士、何をしゃべったらいいかわから

ない、出かけるのがすごく苦痛という悩みがあり

ます。だからついてきて欲しいというオーダーに

応える。逆に田舎だと、自分たちがあちこち出掛

けていると近所の人に「このあいだどこそこに出

かけてたわよね」ということを噂されるのが嫌だ

から、うちの家に遊びに来てほしいというオー

ダーに応えます。そういう一日中外に出られない

お母さんや、双子の子育てで大変なお母さんのお

手伝いを日本でもやっています。

イギリスのホームスタートは個別訪問じゃなく

てグループ活動もしています。小学校の空き教室

を使っています。小さい子連れでなかなか外に出

にくいお母さんたちを、集めています。お母さん

たち同士は歓談、子どもたちは専門のスタッフが

ついて遊んでくれる。

学校に福祉的機能を持たせるという点ですが、

これはエクステンディドスクールという名前で展

開されていました。具体的には朝食を家で食べら

れない子ども達に朝食を提供したり、放課後の居

場所を提供したりします。どんな活動をするかは

各学校によって違いますが、8000以上の学校が

様々な活動を導入しているそうです。導入した学

校は、出席率や成績、生活態度が向上するという

調査結果が出ています。

それから、取材にいった学校には家族支援員が

配置されていました。教育の問題よりも親が抱え

る問題を支援してくれる人です。私が取材に行っ

た移民の非常に多い地域の小学校では、お母さん

が両手に荷物、子ども七人抱えて学校の支援員の

ところに来たということがありました。家賃滞納

で今日家を追い出されました、どうしたらいいで

しょうって。支援員は「子どもたちは自分達が預

かるので、お母さんはシェルターがあるからそこ

の手続きに行ってください」と相談にのった。子

どもは絶対に小学校中学校は来ますから、その子

どもが来るということは親をキャッチできるとい

うことなのです。「とにかく学校に来てほしい」と

いうことでした。

ここで思ったのが、日本だと「また学校の先生

にそんな仕事振って」みたいな感じで文句出る。

でも、これは「学校が」やるのではなくて「学校

で」やっているというだけ。学校は地域の中核で

すから、学校をあくまでも拠点としてやるという

考え方は、非常に合理的だと思いました。朝食ク

ラブでは、シリアルとトーストとフルーツと

ジュースが出されていました。補助が出るので、

子どもに負担はないということでした。

教育施設でやるには予算も必要だし、世間を納

得させることが必要ですよね。どうしてこういう

ことをやらなくちゃいけないのかという説得材料

として、ある試算があります。13歳から14歳で以

下のうち５つ以上経験した子は学校に馴染めなく

なる可能性が、１つも経験してない子の36倍もあ

るというような試算です。親が就業していない、

低所得、親に職業資格がない、質の悪い過密住宅、

母親の精神疾患、親の重病・障害・虚弱、食料・

衣料を買えない貧困。16歳から18歳で教育を受

けている、仕事に就いている、訓練受けている、

という状況にないと失業、長期失業・低所得で81

億ポンドの社会保障や治安費が必要になるという

計算もあります 。

６．日本での取り組み

では、日本ではどうなのか、という話にうつり

ます。こうした試算はなかなか見つからない。で

も、今日本で子どもの貧困に対してどういう対策

が取られているかといったら、一つ大きなのは無

料学習会と居場所が広がっています。残念ながら、

生活保護世帯の子への学習支援に限定されてし

まっていますが、自治体がする場合、国が費用の

10分の10、補助します。昨年度73自治体。この

３年間で７倍。これからもっと増えてくると思い

ます。１番有名な事例としては、埼玉県です。2010
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年度から中３学習会といって、生活保護世帯の中

学３年生を集めて、県内５カ所でマンツーマンで

勉強を教える教室を始めました。今、中学１年生

まで拡大して、場所も20か所くらいに広がりまし

た。

神奈川県の相模原市は昨年５月から、中学生だ

けじゃなく、高校生やニート、フリーター対象の

居場所をつくりました。これは結局高校に送り出

したはいいけども、孤立しがちなので、すぐに中

退したりドロップアウトしたりしてしまう。そう

ならないように見守りを続けなきゃいけないとい

うので、昨年から高校生やニート・フリーター対

象の居場所を始めました。

生活保護家庭の子ども達の学習支援教室で教え

ているのは皆さんのような大学生が主軸です。滋

賀県の大津や守山では、京都の学生ボランティア

団体が中心になって勉強を教えます。勉強だけで

なく映画鑑賞やテニスもする。こういう動きに刺

激を受けたのが愛知県半田市の日本福祉大学の学

生さんたちです。市に自分達から他の自治体でこ

ういうのをやっている、自分たちも福祉にかかわ

る学生としてやりたいということで、市の方に中

３学習会を提案したら、市の方も渡りに船だった

ということで、市が児童扶養手当を受給している

母子家庭・父子家庭に無料学習会をやりますので、

ということで、案内を出してくれました。

守山の学習会では、来る子よりもボランティア

の学生の方が多くて、１対３ぐらいで囲まれてい

るんですけども、子どもたちが来て勉強をしてい

ました。他にも勉強だけじゃなくって、いろんな

支援があります。北海道ですと釧路市で、NPO法

人「地域生活支援ネットワークサロン」がコミュ

ニティハウス冬月荘という場を運営し、学習会を

しています。この建物は、北海道電力の元社員寮

です。ここは２階に生活保護を受給している人た

ちが一時的に住んでいるので、その人たちが勉強

会になると１階に下りてきて、中学生に勉強を教

えます。自分たちにも役割がある、居場所がある、

出番があるということをもって、ここから実際生

活保護を抜けたという人たちもいます。

高知では地域の診療所が、地域の事情を調査す

ると、とても勉強できるような状況にない中学生

の子たちがいると分かった。例えば家が非常に狭

くって、兄弟が多くって、あるいはいつもお金が

なく夫婦喧嘩ばかりしていて勉強する状況にない

という子たちがいるというのがわかった。地域の

中学校と協力し合って、中学校から推薦してもら

うという形で診療所の部屋を貸して、地元の大学

生や先生に、ボランティアで教えてもらっている

ということをしています。東京では、普通の会社

員の女性が、自分が６人兄弟の長女で、子どもの

頃好きなことが思うようにできなくて本当につら

かったと。そういう思いを今の子どもたちにさせ

たくないっていうので、公民館の１室を借りて、

どんな子が来ても勉強教えるよというのを始めた

のです。最初の２か月、何にも広報していません

から、誰も来なかった。でも、毎週土曜日午前中、

そこに座り続けて、そうしているうちに隣の部屋

を借りている人が「何やってるんですか？」とい

う感じで声をかけてくれて、かくかくしかじかっ

ていうところから広まって、３か所に増えました。

親の所得とか関係なく、子どもたちが土曜日の午

前中、安心して過ごせる場です。

他にも勉強だけじゃなくて、生活の支援や中退

後の支援があります。京都のNPO法人「山科醍醐

こどものひろば」では、ひとり親家庭で、夜ひと

りで過ごさなくちゃいけない子どもたちのための

トワイライトステイをしています。まず学校から

帰ってきます。帰ってきたら空き店舗の１室を借

りていますが、そこで大学生のボランティアが待

ち受けています。例えば一緒に公園に行ってバ

レーボールしたり宿題をしたりして、夕食はこの

商店街の近くの食堂で作ってもらったご飯を皆で

食べる。そのあとゲームして遊んで、最後にお風

呂屋さんに一緒に行ってお風呂に入ったあと、家

に送り届けるという支援です。これは「安定した

生活あってこその学習」ということです。

福岡では、普通の主婦の方が「ストリートプロ

ジェクト」といって中退した人たちの高認試験の

教室を無料でやっています。この女性も自分の娘
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さんが非行にはしり、その仲間を自分の家に連れ

てくるようになったのですが、その子たちが本当

にひどい生活というか、家はあるけども家に居場

所がないというような女の子をたくさん見てき

て、なんかやらなくちゃいけないということで始

めたところです。

これは山科醍醐こどものひろばの写真です。皆

でご飯を食べて、ゲームして、弁当箱を返すつい

でにお風呂に行きますというところです。こちら

は相模原で、皆で料理をしています。当事者たち

はあまりご飯をたべてないといいます。お金がな

いので。配った新聞記事にも書いていますが、肉

を食べるのは２週間に１回、業務用スーパーで

買った鳥のひき肉だと言っていました。とにかく

空腹を解消するということを第一の目的にし、さ

らに皆でこうやって食べながらコミュニケーショ

ンをとり、このあと高校に行ってない子たちが勉

強をする。ピースという名前の場所です。なんで

ピースかというと、「あなたは社会になくてはなら

ない、欠けてはならない大事なひとりだ」という

意味を込めたということです。

最後ですけど、大阪の箕面市というところで、

地域通貨を作りました。「まーぶ」といいます。こ

れは子どもたちしか使えない通貨です。学んで遊

んで働いて手に入れられる通貨です。例えば

ニュースレター配りだと時給100まーぶ、朝市の

手伝いでは働き具合で100～200まーぶ。学童保育

のような地域の児童館で、夕方子どもたちが来ま

す。急きょ「畑の草むしりするからやる人50まー

ぶ」と言ったら、手を挙げてやる子たちがいる。

まーぶはお祭りや学童保育でのおやつ代など自分

で使える。

中には非常に生活が厳しい子たちがいます。夏

休みになるとお昼ご飯を食べられないというよう

なことがあるので、ここで食事を出すんですが、

100まーぶで食べられる。その100まーぶも、例え

ば稼いだまーぶをすぐに使ってしまう子どももい

ますから、洗い物と配膳それぞれ50まーぶにし

て、二つやれば100まーぶになって、次の日の食

事を食べられる仕組みを作っています。社会に出

たら稼いで、自分でやっていかないといけないん

だよっていうことを、子どものころからわかって

ほしいということで始めたということです。これ

はみなさんと同じくらいの、25～26歳の女性が

「まーぶ」を考えてやっています。部屋の中にハ

ローワークのような掲示板がありまして、やって

ほしいことって書いてあるんです。例えばニュー

スレター配りとか、朝市手伝いとか。ここに雇用

条件が書かれているわけです。これだけでなく、

横には「私、こんなのできます」っていう自分がで

きることをアピールするボードがあります。例え

ば「DSのソフト売ります、1000まーぶ」と書いて

あるんです。ほかには、例えば「勉強教えます」

とか、自分たちで仕事をもらったり仕事を作った

り、ミニ社会を作って楽しくやっているというと

ころです。

以上です。新聞記事を配っています。「生き抜く

力伝えたいから」 は、いま紹介した「まーぶ」と

先ほどの相模原のピースの話を詳しく書いていま

す。次はNGOの調査の記事 です。これは子ども

が６人～７人に１人、貧困だというのを、子ども

たちに伝える。実際そういうことがあるんだよと

いう話をして、「どんな気持ちかな」っていうふう

に、子どもたちの視点でこの貧困を考える実践が

あったという話です。

最後ですが、暉峻淑子さんのインタビュー記事

があります 。この記事は２～３年前、入試問題に

使われました。東京の大学です。これを読んであ

なたの考える豊かさとはなにか、豊かな社会とは

何か、そしてその実現のためにあなたは何ができ

るか、1000字以内で答えなさいという問題でし

た。なんという難しい問題でしょう。皆さん同じ

大学生なので、そう問われたらなんて答えられる

だろうか、一度想像してみていただけるといいか

なと思います。

―以下質疑応答―

質問：教育学部３年のＡと申します。貴重なお

話ありがとうございます。最近ニュースなどで生

活保護の引き下げの問題が結構取り沙汰されてる
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と思うんですけども、そういう状況についてどう

考えますか。

中塚：素晴らしい質問をありがとう。よくご存

じですね。生活保護切り下げのニュースに注目し

ているだけでも素晴らしいと思いました。結論か

ら言うと、特効薬というか世の中、急に価値観を

変えるなんてことはできないんだなってことを

ずっと思っています。今までのような話を記事に

書くと、「勝手に離婚しておいてお金が足りないな

んて自分勝手」とか、「うちの近所の母子家庭の家

に男が出入りしている」など。「派手な服着て雨の

日はタクシーに乗っている」というような話。あ

るいは中退者の話を書くと、「取り上げている人が

不真面目すぎて同情する気も失せます」という読

者からのお便り、メール、電話が来ます。

例えば、「貧しくても頑張った人はいるんだか

ら、やっぱり努力不足じゃないか」という意見も

きます。それって多分、誰しもどこかで、ふとそ

ういう風に思ったり、何か引っかったりすると思

うんです。けど結局、私が新聞記者としてできる

のは、そういうことをずっと書き続けることだと

思うんです。だって毎日ちゃんと最初から最後ま

で、ふむふむと思いながら読んでくれる人って、

時間がある人なんですよね。なかなか皆忙しいか

らそこまでできない。けど、やっぱり心のどこか

に引っかかって、「あぁそういえば」と、行動に移

してもらえるような、皆のハッピーにつながるよ

うなきっかけ作りができれば。非常にもどかしい

のですけど、それしかない。特効薬はないと思い

ます。

しかし、政治で声の大きい人や社会的に地位の

高い人が何か言いだすと、すぐ変な流れになるの

で、そこだけは厳しい目で見続けなくちゃいけな

いし、書き続けなくちゃいけないと思っているの

です。私や新聞が指摘しただけで納得してもらえ

るものじゃないので、こうした機会に考えても

らって、拡散してもらいたい。皆さんの力にかかっ

ています。本当によろしくお願いします。

本稿は、2013年１月29日に持たれた教育学部講義

「教育福祉論」における講演を文字化した記録に、講師

の中塚氏が修正、加筆したものである。ご多忙にも関

わらずご講演頂き、修正、加筆作業にお時間を割いて

頂いた中塚久美子氏に感謝申し上げる（教育福祉論担

当 松本伊智朗 鳥山まどか）。
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